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研究成果の概要（和文）：　30名の若年女性の唾液中の歯周病原細菌の有無をPCR法により測定した結果、
Porphyromonas gingivalisは被験者の約半数から、Prevotella intermediaは約１割から検出されたが、
Aggregatibacter actinomycetemcomitansはほとんど検出されなかった。検出された歯周病原細菌の数はいずれ
も非常に少なかった。
　20名の被験者について口腔内診査を行った結果、歯周病原細菌の検出率と口腔状態との間に有意な関連はみら
れなかったが、P. gingivalisはプラークの付着が少ない群と比較して多い群で検出率が高くなる傾向がみられ
た。

研究成果の概要（英文）： Saliva samples of 30 young female subjects (18- to 21-year-old) were 
analyzed for the presence of peridontopathic bacteria using PCR and real-time PCR methods. 
Porphyromonas gingivalis was detected in fifteen samples (50.0%), Prevotella intermedia was detected
 in 4 samples (13.3%), and Aggregatibacter actinomycetemcomitans was detected in only one sample (5
%). The cell count of the detected bacteria was very few in each subject (less than 0.01% of total 
bacterial count).
 Twenty subjects were recieved oral examination including number of DMF teeth, CPI, plaque score, 
and PMA index. There was no significant relationship between detection rate of the periodontopathic 
bacteria and oral conditions. However, a trend was seen in that detection rate of P. gingivalis in 
subjects with high plaque score was higher than that in subjects with low plaque score.   

研究分野： 予防歯科学

キーワード： 歯周病原細菌　唾液　DMF歯数　プラーク　PMA Index

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究課題は、歯周病原細菌の口腔内定着時期について検討するため、若年者を対象に歯周病原細菌の定着率
を調べ、歯周病原細菌の種類により定着率が異なることを報告した。また、Pophyromonas gingivalisの定着は
プラークの付着量と関連する可能性があることを示唆した。
　種々の歯周病原細菌の感染時期や定着率が明らかとなれば、ライフステージを考慮した歯周病予防対策が可能
となり、新たな歯周病予防法の開発につながるものと考えられる。さらに、歯周病は歯の喪失の最大の原因であ
り、全身疾患との関連も報告されていることから、健康寿命の延伸やQOLの向上にも寄与するものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
口腔の２大疾患であるう蝕と歯周病は、いずれも口腔細菌により引き起こされる細菌感染症

である。口腔内には 700 を超える細菌種が存在し、菌体間の相互作用によりバイオフィルムを形
成しているため、う蝕や歯周病を予防するためには、バイオフィルムを構成する細菌叢の病原性
を評価し、適切な対応によりバイオフィルムの高病原化を防ぐ必要がある。う蝕原性細菌である
ミュータンスレンサ球菌は、歯の萌出前には口腔内からは検出されず、乳歯の萌出直後から検出
されるようになる。本菌は、乳児期に養育者、特に母親から唾液を介して子どもに垂直感染する
ことが明らかにされている。一方、歯周病原細菌と考えられている細菌は複数あるが、そのうち、
特に重度慢性歯周炎との関連が強いと考えられているのは、Porphyromonas gingivalis、
Treponema denticola、Tannerella forsythia の 3 菌種で、red complex と呼ばれている。Red 
complex３菌種は、代謝産物等を通じてお互いに影響を及ぼしあっており、口腔内で共存して存
在していることも多い。しかし、疫学調査によれば、若年者では歯肉炎はみられるが、歯周組織
の破壊を伴う歯周炎がみられることは少ないことを勘案すると、歯周病原細菌が若年者の口腔
には定着していないか、定着量が少ないか、あるいは定着菌種の組み合わせが歯周炎発症の条件
を満たしていないか、といった可能性が考えられる。また、red complex だけではなく、若年者
の歯周炎（侵襲性歯周炎）の原因菌と考えられている Aggregatibacter actinomycetemcomitans
についても小児プラークから検出されるとの報告と検出率は低いとの報告がある。したがって、
red complex をはじめとする歯周病原細菌が、いつ、どのような経路で口腔内に定着し、歯肉炎
から移行して歯周炎を発症させるのかについては依然、不明な点が多い。 
小児期には、歯周組織の破壊を伴う歯周炎は、遺伝性疾患や全身疾患のある場合を除き、ほと

んどみられないことが明らかにされている。さらに、歯周病原細菌の感染経路については結論が
得られていない。歯周病原細菌の垂直感染を示唆した報告とともに、歯周病原細菌の垂直感染を
否定する報告もみられる。これは、対象者や測定時期が一定でないため、異なった結論が得られ
ている可能性がある。また、若年者の歯周病原細菌の検出率と歯周組織の健康状態との関連性に
ついても不明な点が多い。 
 このような背景から、歯周病原細菌の口腔定着時期を明らかにし、歯周病原細菌の存在と歯周
組織の健康状態との関連性を検討するという本研究課題の着想に至った。 
 
２．研究の目的 
本研究では、歯周病原細菌が口腔内に定着する時期を明らかにすることと、検出された歯周病

原細菌と歯周組織の健康状態との関連性を明らかにすることを目的とした。某短期大学生を対
象に唾液を採取し、red complex の一つである P. gingivalis、侵襲性歯周炎との関連が指摘さ
れている A. actinomycetemcomitans、妊娠性歯肉炎との関連性が示唆されている Prevotella 
intermedia の３種の歯周病原細菌が唾液中に存在するかどうかを調べ、存在する場合は、その
量と総細菌量に対する比率を求め、若年者における歯周病原細菌の口腔内定着時期を検討した。
また、対象者の口腔内診査を行い、歯周病原細菌の検出率や総細菌数に占める歯周病原細菌の比
率と口腔状態との関連性について検討し、若年者において、歯周病原細菌が歯周組織の状態にど
の程度関与しているのかを検討した。 
 
３．研究の方法 
（1）対象者は某短期大学の学生 30名とした。対象者にパラフィンワックスをかませ、吐出法に
て刺激唾液を採取した。採取した唾液からゲノム DNA を精製し、３種の歯周病原細菌（P. 
gingivalis、A. actinomycetemcomitans、P. intermedia）に特異的な 16S rRNA プライマーを作
製し、PCR 法により唾液中に各歯周病原細菌が存在するかどうかを調べた。さらに、歯周病原細
菌が検出された被験者については、real-time PCR 法により細菌数を調べ、総細菌数における歯
周病原細菌の比率を算定した。 
（2）30 名の被験者のうち 20 名の被験者について、口腔内診査を行った。口腔内診査の内容は、
現在歯数、DMF 歯数、RDテスト、CPI、プラークの付着状態、PMA Index とした。現在歯数と DMF
歯数は２名の歯科医師が視診により求めた。カリエスリスクは、RD テストにより Low、Middle、
High に分類した。CPI は、２名の歯科衛生士が上下顎両側第一大臼歯と第二大臼歯、上顎右側中
切歯、下顎左側中切歯の計 10 歯を測定し、ポケットスコアと歯肉出血スコアを求め、その最大
値を個人の CPI 値とした。プラークの付着状態は、前歯部と臼歯部に分け、プラークの付着面積
により０～３の４段階で記録した。PMA Index は上下前歯部唇側を対象とし、歯科衛生士２名が
測定した。歯周病原細菌の検出と口腔状態との関連は、エクセル統計を用い、カイ２乗検定ある
いはフィッシャーの直接確率検定により解析した。 
 本研究は、関西福祉科学大学研究倫理審査委員会の承認を得て行った。 
 
４．研究成果 
 対象者は 30名ですべて女性であった。対象者の年齢は 18歳から 21歳で、18歳が８名、19歳



が 11名、20歳が７名、21歳が４名で、平均年齢は 19.2 歳であった。全員、全身疾患はなく、
喫煙経験もなかった。年齢別の P. gingivalis の検出率は、18歳が 50.0％、19歳が 54.5％、20
歳が 42.9％、21 歳が 50.0％、全体では 50.0％と、各年齢で約半数の者から P. gingivalis が検
出された。しかし、総菌数に対する P. gingivalis の比率はすべて 0.001％以下と非常に少なか
った。A. actinomycetemcomitans は１名の被験者のみから検出され、29名からは検出されなか
った。検出された被験者の総菌数に対する A. actinomycetemcomitans の比率は 0.0074％であっ
た。年齢別の P.intermedia の検出率は、18歳が 25.0％、19歳が 9.1％、20歳が 14.3％、21歳
が０％、全体では 13.3％であった。総菌数に対する P. intermedia の比率はすべて 0.002％以下
と非常に少なかった（表１）。30 名のうち、３菌種とも検出された者はおらず、P. gingivalis
と A. actinomycetemcomitans の２菌種が検出された者が１名、P. gingivalis と P. intermedia
の２菌種が検出された者が１名、P. gingivalis のみ検出された者が 13 名、 A. 
actinomycetemcomitans のみが検出された者はなく、P. intermedia のみが検出された者が３名、
３菌種とも検出されなかった者が 12 名であった。いずれの菌種においても年齢と歯周病原細菌
の検出率には有意な差はみられなかった。 
 

表１ 年齢別の歯周病原細菌検出率 

年齢 人数 
P. gingivalis A. actinomycetemcomitans P. intermedia 

+ - 検出率 + - 検出率 + - 検出率 

18 8 4 4 50.0% 1 7 12.5% 2 6 25.0% 

19 11 6 5 54.5% 0 11 0.0% 1 10 9.1% 

20 7 3 4 42.9% 0 7 0.0% 1 6 14.3% 

21 4 2 2 50.0% 0 4 0.0% 0 4 0.0% 

計 30 15 15 50.0% 1 29 3.3% 4 26 13.3% 

  +：検出 -：検出されず 
 

 被験者の現在歯数は、最小が 26本、最大が 30 本、平均が 28.2 本であった。被験者の DMF 歯
数は、最小が０本、最大が 10 本、平均値が 3.55 本であった。DMF 歯数が３以下と４以上に分け
て歯周病原細菌の検出の有無を比較した結果が表２である。P. gingivalis の検出率は、DMF 歯
数が３以下では 41.7％、４以上では 62.5％、A. actinomycetemcomitans の検出率は、DMF 歯数
が３以下では8.3％、４以上では０％、P. intermediaの検出率は、DMF歯数が３以下では33.3％、
４以上では０％であった。いずれの菌種においても DMF 歯数３以下と４以上で歯周病原細菌の
検出率には有意な差はみられなかった。 
 

表２ DMF 歯数と歯周病原細菌の検出率 

DMF 歯数 人数 
P. gingivalis A. actinomycetemcomitans P. intermedia 

+ - 検出率 + - 検出率 + - 検出率 

３以下 12 5 7 41.7% 1 11 8.3% 4 8 33.3% 

４以上 8 5 3 62.5% 0 ８ 0.0% 0 8 0.0% 

計 20 10 10 50.0% 1 19 5.0% 4 16 20.0% 

+：検出 -：検出されず 
 
RD テストの結果は、Low が 17 名、Middle が３名で、High の者はいなかった。Low の者の歯周

病原細菌の検出率は、P. gingivalis が 47.1％、A. actinomycetemcomitans が 5.9％、P. 
intermedia が 23.5％、Middle の者の歯周病原細菌の検出率は、P. gingivalis が 66.7％、A. 
actinomycetemcomitans が０％、P. intermedia が０％で、P. intermedia が検出された者はす
べて RD テストの結果が Low であった。しかし、いずれの菌種においても RD テストの Low と
Middle との間で歯周病原細菌の検出率には有意な差はみられなかった。 
 CPI によるポケット深さを測定した結果、19 名（95％）が０で歯周ポケットはみられなかっ
た。１名（５％）のみ１で浅い歯周ポケットを認めた。深い歯周ポケット（CPI 値２）を有する
者はいなかった。浅い歯周ポケットを有する１名の唾液からは P. gingivalis は検出されたが、
A. actinomycetemcomitans と P. intermedia は検出されなかった。被験者が若年者ということ
もあり、歯周炎を有するものはほとんどいなかった。 
 CPI による歯肉出血を調べた結果、20名中 18 名に BOP が認められ、90％の者が歯肉炎に罹患
していると考えられた。歯肉出血がみられなかった２名のうち、１名は３菌種とも検出されなか
ったが、１名は P. gingivalis のみ検出された。 



 プラークの付着状態を前歯部と臼歯部に分けて測定し、歯周病原細菌の検出率を比較した。前
歯部のプラーク付着状態は、０が８名、１が 11 名、２が１名で３はいなかった。プラーク付着
が０の者の歯周病原細菌の検出率は、P. gingivalis が 25.0％、A. actinomycetemcomitans が
０％、P. intermedia が 25.0％、プラーク付着が１の者は、P. gingivalis が 72.7％、A. 
actinomycetemcomitans が 9.1％、P. intermedia が 18.2％であった。プラーク付着が２の者は
３菌種とも検出されなかった。前歯部のプラークの付着状態が０の群と１～２の群に分けて歯
周病原細菌の検出率を比較した結果、いずれの菌種においても有意な差はみられなかったが、P. 
gingivalis については、プラーク付着が０の群に比較してプラーク付着が１～２の群は検出率
が高い傾向がみられた（P=0.085）。 
臼歯部のプラーク付着状態は、０が５名、１が 13 名、２が２名で３はいなかった。プラーク

付着が０の者の歯周病原細菌の検出率は、P. gingivalis が 40.0％、A. actinomycetemcomitans
が０％、P. intermedia が 20.0％、プラーク付着が１の者は、P. gingivalis が 61.5％、A. 
actinomycetemcomitans が 7.7％、P. intermedia が 15.4％であった。プラーク付着が２の者の
うち１名は３菌種とも検出されなかったが、１名は P. intermedia のみ検出された。臼歯部のプ
ラークの付着状態が０の群と１～２の群に分けて歯周病原細菌の検出率を比較した結果、いず
れの菌種においても有意な差はみられなかった。 
前歯部と臼歯部のプラーク付着状態を合計し、その値が０～１群（10名）と２～４群（10名）

に分けて歯周病原細菌の検出率を比較した結果、いずれの菌種においても有意な差はみられな
かったが、P. gingivalis については、プラーク付着が０～１の群に比較してプラーク付着が２
～４の群は検出率が高い傾向がみられた（P=0.089）。 
 PMA Index は、最小値１、最大値 22、平均 13.4 であった。PMA Index が 13 以下と 14以上に
分けて歯周病原細菌の検出率を比較すると、P. gingivalis の検出率は、PMA Index が 13 以下
では 50.0％、14以上では 50.0％、A. actinomycetemcomitans の検出率は、PMA Index が 13 以
下では 10.0％、14 以上では０％、P. intermedia の検出率は、PMA Index が 13 以下では 20.0％、
14 以上では 20.0％であった（表３）。いずれの菌種においても PMA Index 13 以下と 14以上で
歯周病原細菌の検出率には有意な差はみられなかった。 
 

表３ PMA Index と歯周病原細菌の検出率 

PMA 人数 
P. gingivalis A. actinomycetemcomitans P. intermedia 

+ - 検出率 + - 検出率 + - 検出率 

13 以下 10 5 5 50.0% 1 9 10.0% 2 8 20.0% 

14 以上 10 5 5 50.0% 0 10 0.0% 2 8 20.0% 

計 20 10 10 50.0% 1 19 5.0% 4 16 20.0% 

+：検出 -：検出されず 
 
 以上の結果から、P. gingivalis は若年女性の約半数、P. intermedia は若年女性の約１割の 
口腔内に定着しているが、A. actinomycetemcomitans は若年女性の口腔内にはほとんど定着し
ていないことが示された。また、P. gingivalis や P. intermedia は定着していても総菌数に対
する比率は非常に小さかった。う蝕罹患状況を表す DMF 歯数と歯周病原細菌の定着との間には
有意な関連はみられず、歯肉炎のひろがりを示す PMA Index と歯周病原細菌との関連もみられ
なかった。しかし、P. gingivalis については、プラークの付着が多い者は少ない者よりも検出
率が高い傾向が認められた。 
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